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令和6年度 与那原町一般会計・特別会計決算審査意見

1 審査の対象

令和 6年度与那原町一般会計歳入歳出決算
令和 6年度与那原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
令和 6年度与那原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

上記会計の歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関
する調書及びこれらに係る書類

2 審査の期間

令和 7年 8月 5日 から令和 7年 8月 7日 まで  (実 日数 3日 間)

3 審査の基本方針

一般会計及び特別会計 (水道事業・下水道事業会計を除く)の決算審査にあたっ
ては、歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調
書が関係法令に適合 しているか、計数の正確性、予算の執行が適正に処理されてい
るかについて審査 した。
なお、審査にあたつては、各課課長、補佐及び必要に応 じて関係職員から説明を
求めた。
また、現金及び預金残高の確認については、法の定めるところにより、例月出納
検査において実施 しているので、本審査の対象外とした。
次に各基金の運用状況については、計数は正確に処理されているか、その目的に
したがつて運用されているかについて審査を行つた。

4 審査の結果

審査に付された歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産
に関する調書はいずれも関係法令に基づき作成 されてお り、決算の諸計数は正確で
あり、予算の執行状況についても適正に処理されていることが認められた。
また、基金については、計数が正確に処理されその目的にしたがって運用されて
いることが認められた。
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5決 算 の 概 要

(1)各会計決算の概要

下記のとおり、一般会計と特別会計を合わせた決算額の総額は、歳入12,415,016,877円 歳出
12,315,216,838円 で歳入歳出差引額は99,800,039円 の黒字となっている。
この差引額から翌年度へ繰越すべき財源 10,042,650円 を差引いた実質収支額は、89,757,389

円となつている。

O令和 6年度一般会計及び特別会計の決算は次のとお りである。
円)

O会計別決算の状況は次のとお りである。

〇年度別決算状況は次のとおりである。

(単位 :円 )

会 計

区分

歳入決算額 歳出決算額 差 引 額
翌年度へ繰
越すべき財
源

実質収支額

一般会計 10,015,656,531 9,921,964,351 93,692,180 10,042,650 83,649,530

特別会計 2,399,360,346 2,393,252,487 6,107,859 0 6,107,859

合  計 12,415,016,877 12,315,216,838 99,800,039 10,042,650 89,757,389

合計額に占める割合区分
歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

歳  入 歳  出

般 会 計 10,015,656,531 9,921,964,351 93,692,180 80。 7 80。 6

国民健康保険 2,161,554,780 2,157,074,691 4,480,089 17.4 17.5

後期高齢者医療 237,805,566 236,177,796 1,627,770 1.9 1,9

特
別
会
計 小    計 2,399,360,346 2,393,252,487 6,107,859 19。 3 19,4

△
回 計 12,415,016,877 83812,315,216, 99,800,039 100,0 100.0

区分

年度
歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

翌年度へ繰
越すべき財
源

実質収支額

令和 2年度 16,119,692,215 15,799,018,410 320,673,805 185,009,304 135,664,501

令和 3年度 12,590,833,276 12,121,467,505 469,365,771 30,383,425 438,982,346

令和 4年 度 11,394,434,344 11,032,432,644 362,001,700 18,137,385 343,864,315

令和 5年度 12,718,891,167 12,496,388,716 222,502,451 28,404,178 194,098,273

令和 6年度 12,415,016,877 12,315,216,838 99,800,039 10,042,650 89,757,389
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(2)財 政 状 況

①実質収支比率

標準財政規模に射する実質収支の割合は、次の通りである。

実質収支額が黒字の場合は整数、赤字の場合は負数で表される。

おおむね3%～ 5%が望ましいとされる。
(単位 :%)

年 度 令和 2年度 令和 8年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

実質収支比率 2.6 9,3 7.4 4.1 1.7

実質収支比率

100
90
80
70
60
50
4.0

焦 ぉ

｀ 74

＼

'｀

｀ミ・ 1 17
30
20
10
00
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②財政力指数

財政力の強弱を示す「財政力指数」は次のとおりである。

財政力指数は、地方公共団体の財政力を評価するために一般的に用い

られるもので、数値が1,0に近いほど財政力が強いとみることができる。

※3カ年平均の数値

財政力指数

050
049
048
047
046
045
044
043
042
041
040

令和2年度    令和3年度 令和4年度    令和5年度    令和6年度

3

年 度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

財 政 力 指 数 0,49 0.47 0.47 0.46 0,47



③経常収支比率

財政構造の弾力性を判断する「経常収支比率」は次のとおりである。

経常収支比率は、財政構造の弾力性を評価するために用いられるもので、

この比率が高いほど経常剰余財源が少なく財政の硬直化が進んでいると

いえる。

(単位 :%)

年 度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

経常収支比率 89.9 84.6 87.2 89,4 91,0

経常収支比率

920

90.0

380

860

840

82.0

800

令和2年度   令和3年度   令和4年度   令和5年度   令和6年度

浜

＼

84.6

④実質公債費比率

財政構造の健全性を示す「実質公債費比率」は次のとおりである。

実質公債費比率は、公債費の財政負担の状況を示すもので、この比率が

高いほど財政硬直化の一因となるものと考えられている。

(単位 :%)

※3カ年平均の数値

実質公債費比率

90

8,0

70
5

60
6.2

50

令和 2年度   令和3年度   令和4年度   令和5年度   令和6年度

74

4

年 度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

実質公債費比率 6.2 6.5 7.4 8.0 8.7



会計名 令和 2年度 令和 8年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

8,470,009 8,631,321 8,206,145 8,039,167 7,659,811般  会  計

⑤町 債 の 状 況
町債の現在高 (元金)は次のとおりである。

⑥貝オ源構成

財源構成は次のとおりである。

の の

千

(単位 :千円)

千円:%)

千円 :

8,800,000
8,600,000
8,400,000
8,200,000
8,000,000
7,800,000
7,600,000
7,400,000
7,200,000
7,000,000

町債の状況

81631i321 ‐  ‐ ″‐

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

◆
Pニ ニ μ

夢 烈 … …
ヤ

   
ー

-1),Zυ
り,140

負∩曲

ヽ

76ヽ (J Fll

自主財源 依存財源 合  計区分

構成比率 金  額 構成比率金  額 金  額 構成比率

一 般 会 計 2,855,798 28.5 7,159,859 71.5 10,015,657 100.0

特 別 会 計 835,675 34.8 1,563,686 65。 2 2,399,361 100.0

合  計 3,691,473 29,7 8,723,545 70.3 12,415,018 100.0

自主財源 依存財源 合  計区分

金  額 構成比率 金  額 構成比率 金  額 構成比率

国 民 健 康 保 険 597,869 27.7 1,563,686 72.3 2,161,555 100.0

後期高齢者 医療 237,806 100.0 0 0,0 237,806 100.0

△
口 計 835,675 34.8 1,563,686 65.2 2,399,361 100.0
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6 決算審査意見

一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入 12,415,017千 円、歳出 12,315,217

千円である。前年度 と比較 して、歳入で 303,874千円 (2.4%)、 歳出で 181,172

千円 (1.4%)そ れぞれ減となっている。

(一般会計 )
一般会計における歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は 99,800

千円、翌年度へ繰り越すべき財源は 10,043千円、実質収支は 83,650千円で前

年度より106,351千 円減となっている。

一般会計の歳入では、町税が 1,955,404千 円で 15,961千円 (0.8%)の 伸び

となっている。税収以外では、寄付金や財産収入が増額 となり、県支出金で減

となり歳入総額で 186,499千 円 (1.8%)の 減となっている。

財源構成比率は、自主財源が 28.5%、 依存財源 71.5%で あり、前年度と比較

して自主財源が 0.6ポイン ト増加 している。その主な原因として、寄付金と財

産収入で増となり、県支出金と町債が減となっている。

一般会計の歳出面では、前年度に比べ 61,788千円 (0。 6%)減 となっている。
その主な要因は補助費、普通建設事業費が減となったためである。

執行率は、81.4%で前年度に比べ 8.2ポイン ト減少 している。主な要因とし

ては、総務費の執行率が 27.1ポイン ト下がつたためである。

財政指標数値は、経常収支比率が 91.0%で前年度に比べ 1.6ポイン ト増加 し

ている。引き続き注視する必要がある。

財政健全の推進としては、財政調整基金等の基金総額は 2,417,596千円で、

前年度と比較して 60,232千円の増となっている。

町債残高は、7,659,811千 円で前年度と比較 して 379,356千 円の減少となって

いる。今後とも財政指標数値を注視する必要がある。

6



(国民健康保険特別会計 )
国民健康保険特別会計における歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額は、

4,480千円で、前年度より1,964千 円増となつている。

前年度と比較して歳入で 177,903千 円 (7.6%)の減、歳出で 179,867千 円

(7,7%)の減となっている。

その主な要因は、歳入で繰入金が減となっており歳出においては、国民健康

保険事業費納付金の減が主な原因である。

(後期高齢者 医療特別会計 )
後期高齢者医療特別会計における歳入決算額から歳出決算額を差 し引いた額

は、1,628千 円で、前年度より46千円増となっている。

前年度と比較 して歳入で 60,529千 円 (34.1%)の増、歳出で 60,483千 円

(34,4%)の 増となっている。その主な要因は、歳入で後期高齢者医療保険料

で増となってお り、歳出においては後期高齢者医療広域連合組合納付金の増が

主な要因である。
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基 金 運 用 状 況 審 査 意 見 書



基金の運用状況

1 審査について

地方自治法第241条第5項の規定に基づき審査に付された、与那原町土地開
発基金については、法令、条例に基づいて適正かつ効率的に運用されている
か、計数は正確であるかなどについて審査を実施した。

2 審査の結果及び意見

審査の結果、この基金の運用状況の計数は、証憑書類、預金等とも合致して
いて正確であることを認めた。
また、基金は設置 目的に沿つて運用されていると認めた。

3 運用の概要
与那原町土地開発基金

与那原町土地開発基金は、公用もしくは公共用に供する土地、又は公共の利

益のために必要のある土地をあらかじめ取得することにより、事業の円滑な執行

を図るため与那原町土地開発基金条例 (昭和50年条例第 2号)により設置され
たもので、令和6年度末の基金の額は、2,276千 円となっている。
運用状況は、次のとおりである。

(1)基 金 額(令和7年 3月 31日 現在 )

(2)貸 付 状 況 (令不日7年 3月 31日 現在 )

の3

8

前年度末現在高 本年度中増減額 本年度末現在高

0 2.275,6362,275,636

本年度中貸付額 本年度中償還額 本年度末貸付残高前年度末貸付残高

件数 金額 件数 金額件数 金額 件数 金額

0 0 0 0 0 0 0 0

預金利子 管付金利子合計

0 0 0



決 算 資 料



一般会計及び特別会計決算額 (歳入)

令和6年度一般会計歳入決算は、予算現額12,181,734千円に対し、収入済額10,015,657千円で、収入率82.2%と なつている。

(歳入 ) (単位 :千円)

比  率   (%)

E/B

0,4

1.4

0。 9

0.6

0。 3

1.1

0。 4

0.5

0.3

1.1

0.4

0.5

C/B

33,850 97.1 99.6

98,6

99.2

99.4

99.7

98.9

99.6

99.5

99.6

98.9

99,6

99.5

C/A

97.3

98.2

97.2

31,732 91.6

99.8

99,8

93.1

1,505 34,801 82.2

95。 8

99.3

84.6

収入未済額

E

32,131

1,491

67,472

100.6

25,101

784

57,617

85,4

24,070

1,068

59,989

104.0

不納欠損額

D

2,502

621

278

3,401

126.1

2,068

1,144

26

3,238

95.2

784

111

2,400

74.1

収入済額

C

8,993,422

2,237,530

163,483

11,394,435

90,5

10,202,156

2,339,458

177,277

12,718,891

111.6

10,015,657

2,161,555

237,806

12,415,018

97.6

調定額

B

9,028,853

2,269,356

164,877

11,463,086

92.2 90.6

10,235,936

2,365,000

177,984

12,778,920

116.5 111.5

10,051,946

2,186,100

238,846

12,476,892

97.6

種別 予算現額

A会計別

9,260,110

2,298,446

166,494

11,725,050

11,138,420

2,345,022

177,593

13,661,035

12,181,734

2,256,658

239,458

14,677,850

対前年度比 107.4

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

合  計

対前年度比

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

合  計

対前年度比

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

合  計

令

不日

4

年
度

令

不日

5

年
度

令

不日

6

年
度

※ Cの収入済額欄に還付未済額が含まれている場合、Eの収入未済額欄にはその分を加算した金額を計上。



一般会計及び特別会計決算額 (歳出)

令和6年度一般会計歳出決算は、予算現額12,181,734千円に対し、支出済額9,921,964千円で、執行率81.4%、 繰越額1,721,524千円、不用額
538,246千円となつている。

(歳出 ) (単位 :千円)

ユ
〇

備  考
比  率   (%)

D/A

3.5

2.9

2.5

3.4

2.6

0.3

1.1

2,2

4.4

4。 4

1.4

4.4

C/ノ【

93,3 3.2

0.0

0,0

2.5

89.6 7.7

0.0

0.0

6.3

81.4 14.1

0.0

0.0

11,7

B/A

97.1

91.3

94.0

99,7

98,9

91.5

95.6

98.6

83.9

不用額

D

323,923

66,076

4,354

394,353

95。 2

294,961

8,080

1,898

304,989

77.3

538,246

99,583

3,280

641,109

210,2

繰越額

C

298,265

0

0

298,265

245.5

9,983,752 859,707

0

0

859,707

288.2

1,721,524

0

0

1,721,524

200。 2

支出済額

B

8,637,922

2,232,370

162,140

11,032,432

91,0

2,336,942

175,695

12,496,389

113.3

9,921,964

2,157,075

236,178

12,315,217

98,6

予算現額

A

9,260,110

2,298,446

177,593

11,736,149

92,7

11,138,420

2,345,022

177,593

13,661,035

対前年度比 116.4

12,181,734

2,256,658

239,458

14,677,850

107.4

種男け

△
ム 計別

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

/ヽ
回 計

対前年度比

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

△
回 計

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

合  計

対前年度比

令

不日

3

年
度

令

不日

5

年
度

ノヘ

]可

不日

6

年
度



一般会計財政状況の推移

令和6年度一般会計決算状況は、歳入 10,015,656千 円、歳出9,921,964千 円で差引額(形式収支)が 93,692千 円となっている。

形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を差引いた実質収支は83,649千円となつている。

実質収支から前年度実質収支を差引いた単年度収支は△106,351千円で、実質単年度収支は△206,351千 円となつている。

また、歳入歳出決算は、前年度に比較して、歳入で1.8%、 歳出で0.6%の減となつている。

(単位 :千円)

実質収支
のうち地方
自治法第
233条の2の

規定による
基金繰入金
(シ )

32,094

61,282

224,040

177,362

100,000

43,650

実 質
単年度
収 支
(キ)+(ク)十
(ケ )― (コ )

(サ )

△ 219,412

△ 240,812

483,454

△ 72,962

△ 297,362

△ 206,351

△ 30.6

積立金
取崩額

(コ )

100,000

300,000

0

0

150,000

100,000

△ 33.3

繰 上
償還金

(ケ )

0

0

0

0

0

0

0.0

基金積立

(ク )

0

0

160,697

23,716

0

0

0.0

単年度
収 支

(オ)― (力 )

(キ )

△  119,412

59,188

322,757

△ 96,678

△ 147,362

△ 106,351

△ 27.8

前年度
実質収支

(力 )

171,506

52,094

111,283

434,040

337,362

190,000

△ 43.7

実質収支

(ウ )― (工 )

(オ )

52, 094

111,282

434,040

337,362

190,000

83,649

△ 56.0

翌年度に
繰越すべ

き財源

(工 )

6,997

185,009

30,383

18,137

28,404

10,043

△ 64.6

形式収支

(ア )― (イ )

(ウ )

59,091

296,291

464,423

355,499

218,404

93,692

△ 57.1

歳 出

(イ )

8,359,412

13,014,876

9,780,467

8,637,922

9,983,752

9,921,964

△ 0.6

歳 入

(ア )

8,418,503

13,311,167

10,244,890

8,993,421

10,202,156

10,015,656

△ 1.8

年 度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

対前年度比率



一般会計歳入財源構成状況

令和6年度の財源構成状況は、自主財源が28.5%、 依存財源が71.5%と なつている。

自主財源の主なものは、町税19.5%、 諸収入2,9%、 寄付金2.3%と なっている。

依存財源の主なものは、地方交付税24.1%、 国庫支出金23.5%、 県出金14.8%と なっている。 (3ヵ 年比較/単位 :千円)

Ｐ
Ю

令和 6年度

対前年度比

0.8

△ 13.1

△ 1.0

107.9

85,9

△ 13.8

△  33.5

△ 7.8

0,4

0.0

48.0

18.0

135,1

10,1

10.3

皆減

614.8

6.3

△  1.2

0.3

△ 18,3

△  38.6

11.2

18.2

△ 2.7

△ 1.8

構成比

19,5

0,7

0.5

0。 1

2.3

1.3

1.2

29

28.5

0.4

0,0

0.1

0。 1

4.7

0.0

0.0

1.0

24.1

0.0

23.5

14.8

2.5

0,0

0,3

71.5

100,0

決算額

1,955,404

69,117

53,352

10,886

228,893

133,151

118,404

286,641

2,855,798

39,156

558

5,653

12,589

468,720

2,239

0

95,714

2,413,539

1,735

2,358,193

1,479,247

248,556

4,426

29,534

7,159,859

13.4 10,015,657

令和 5年度

対前年度比

0,4

10,3

△ 0.4

20,3

273.5

1,539,9

△  25,9

15.9

8.8

0,7

△ 8.0

31,8

52.4

0。 1

10.5

815,8

5.1

△  1.1

△ 9,1

3.5

56.2

186.9

120

23.1

15,3

構成比

19.0

0.8

0.5

0。 1

1.2

1.5

1.7

3.0

27.9

0,4

0.0

0.0

0.1

4.2

0,0

0.0

0.1

22.3

0,0

23.0

177

4.0

0,0

0.2

72.1

100.0

決算額

1,939,443

79,533

53,890

5,213

123,137

154,430

178,137

311,039

2,844,822

8,0 39,152

377

4,791

5,355

425,541

2,030

348

13,390

2,270,893

1,756

2,350,352

1,809,787

404,591

3,980

24,991

7,357,334

10,202,156

令和 4年度
対前年度比

4.6

93

10.5

△ 46.1

23.9

6.1

2.3

△ 2.9

3.8

△ 45,4

△ 17.9

△  34.5

8.5

10.1

皆増

△  55.5

△ 2.5

△ 19,4

△ 24,7

△ 0,7

△  79,8

71.1

15.0

△  17.4

100.0 △ 12.2

構成比

215

0,8

0.6

0,0

0.4

0.1

2.7

3.0

29。 1

0.4

0.0

0.0

0.0

4.7

0.0

0.0

0.1

25,5

0,0

25.3

12.9

1.6

0.0

0.2

70。 9

決算額

1,932,187

72,076

54,117

4,332

32,971

9,417

240,383

268,412

2,613,895

地方譲与税 38,861

利子割交付金 410

配当割交付金 3,636

株式等譲渡所得割交付金 3,514

地方消費税交付金 425,168

ゴルフ場利用税交付金 1,887

依
存
財

源

自動車取得税交付金 38

地方特例交付金 12,743

地方交付税 2,296,135

交通安全対策特別交付金 1,932

国庫支出金 2,271,426

県支出金 1,158,944

町   債 141,023

自動車税環境性能割交付金 3,554

法人事業税交付金 20,306

小   計 6,379,527

8,993,422

年  度
款  別

町  税
分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

小  計

合   計

自
主

財

源



町税収納状況

令和6年度町税収納状況は、調定額 1,978,949千 円 (対前年度比16,977千円の増)に対し、収入済額は
1,955,404千円で前年度に比べ15,961千円の増収になっている。
収納率は98.80/oで、前年度に比べると0.1ポイント減となつている。 内訳をみると現年課税分が995%
(対前年度比同じ)、 滞納繰越分が36.10/o(対前年度比8.1ポイントの減 )となつている。

1.町税決算 (単位 :千円、%)

2.町民税 (単位 :千円、%)

3.固定資産税 (単位 :千円、%)

4.軽 自動車税 (単位 :千円、%)

区  分
予 算
現 額
A

調定額

B

収 入
済 額
C

不 納
欠損額

D

収 入
未済額

E

,ヒ     ヨ

“C/B D/B E/B

５
年
度

現年度分 1,905,829 1,938,910 1,929,246 0 9,683 99 5 00 0.5

滞納繰越分 9,262 23,063 10,197 1,119 11,745 44.2 4,9 50,9

計 1,915,091 1,961,972 1,939,443 1,119 21,429 98,9 0,1 1.1

6

年

度

現年度分 1,914,942 1,957,582 1,947,699

滞納繰越分 7,859 21,867 7,705

計 1,922,801 1,978,949 1,955,404

0 9,899 99.5 0,0 0.5

675 12,988 36.1 3.2 60.8

675 22,887 98.8 0,0 1.2

紺前年度比 100,4 100.9 100,8 60,3 106.8 ＼ ＼ ＼

区  分
予 算
現 額
A

調定額

B

収 入
済 額
C

不 納
欠損額

D

収 入
未済額

E

ケヒ    ヨ俸

C/B D/B E/B

５
年
度

現年度分 866,222 882,465 878,678 0 3,806 99,6 0.0 0,4

滞納繰越分 3,465 11,098 4,035 874 6,189 36.4 7.9 55,8

計 869,687 893.563 882,713 874 9,995 98.8 0。 1 1.1

６
年
度

現年度分 847,686 869,316 863,806 0 5,518 99.4 0.0 0.6

滞納繰越分 3,002 9,966 2,751 405 6,811 27.6 4.1 68.3

計 850,688 879,282 866,557 405 12,329 98,6 0,0 1.4

対前年度比 97.8 98,4 98,2 46.3 123.4 ＼ ＼ ＼

区  分
予 算
現 額
A

調定額

B

収 入
済 額
C

不 納
欠損額

D

収 入
未済額

E

ケヒ    弓F

C/B D/B E/B

5

年

度

現年度分 876,298

滞納繰越分 5,565

計 881,858

889,765 884,631 0 5,134 99,4 0,0 0.6

10,502 5,878 204 4,419 56.0 1,9 42.1

900,267 890,509 204 9,553 98。 9 0.0 1,1

６
年
度

現年度分 901,834 920,346 916,626 0 3,728 99.6 0,0 0,4

滞納繰越分 4,523 9,554 4,562 197 4,795 47 7 2.1 50.2

計 906,357 929,900 921,188 197 8,523 99,1 0.0 0.9

対前年度比 102.8 103.3 103.4 96.6 89.2 ＼ ＼

区  分
予 算
現 額
A

調定額

B

収 入
済 額
C

不 納
欠損額

D

収 入
未済額

E

ケヒ    ヨ

“C/B D/B E/B

5

年

度

現年度分

滞納繰越分

83,744 83,596 82,853 0 744 99,1 0.0 0,9

232 1,462 284 41 1,137 19.4 2,8 77.8

83,976 85,058 83,137 41 1,881 97.7 0.0 2.2

６
年
度

現年度分 85,969 86,742 86,089 0 653 99,2 0,0 0.8

滞納繰越分 334 1,847 392 73 1,382 21,2 4,0 74.8

計 86,303 88,589 86,481 73 2,035 97.6 0.1 2.3

紺前年度比 102.8 104.2 104,0 178,0 108.2 ＼ ＼ ＼

13-1



5,市町村たばこ税 (単位 :千円、%)

※ Cの収入済額欄に還付未済額が含まれている場合、Eの収入未済額本fttlにはその分を した金額を計上。

,ヒ    ヨ俸
区  分

A

算

額

予

現
調定額

B C

入

額

収

済

不 納
欠損額

D

収 入
未済額

E C/B D/B E/B

現年度分 79,570 83,084 83,084 0 0 100,0 0.0 0,0５
年
度 計 79,570 83,084 83,084 0 0 100.0 0.0 0,0

現年度分 79,453 81,178 81,178 0 0 100.0 0,0 0.0６
年
度 79,453 81,178 81,178 0 0 100.0 0.0 0,0計

＼対前年度比 99,9 97.7 97,7 0,0 0.0 ＼ ＼

13-2



町税高額滞納状況 (現年度分 対前年度比)

高額滞納については、町民税4,027千円 (48件 )、 固定資産税2,853千 円 (26件 )、 合計6,880千円 (74件 )と なっており、前年度に対し

町民税で1,785千 円の増、固定資産税では1,011千 円の減となっている。

町民税の高額滞納額、件数は増加 している。主な増加要因は、前年度所得が大きく納付が困難となっている事例や会社の倒産により納付

に至っていない。また、固定資産税においては、滞納処分など厳格に行 う旨を説明し、納付相談を行った結果、30万 円を超える高額滞納は

皆減となった。

町民税、固定資産税ともに納付相談、徴収猶予、分割納付を履行中もあり、それ以外でも早期の段階で滞納者へ書面等での告知、接触・

折衝を行い引き続き収納管理を徹底する。また、40万以上の高額滞納者については、県税と相談しながら公売や捜索などの滞納処分を検討

する。                                                       (単 位 :千円)

ユ
ヽ

対前年度比 (%)

(C)
90.2

105.5

96.2

116.9

81.3

138.9

0.0

皆減

皆増

0.0

皆増

皆減

0.0

0.0

90.8

112.7

(B)
87.7

117.8

117.8

103.9

88,9

97.2

0.0

皆減

皆増

0.0

皆増

皆減

0.0

0,0

79.5

73.8

(A)

91.9

97.7

79.3

140.5

74,7

222.9

0.0

皆減

皆増

0.0

皆増

皆減

0.0

0,0

102.1

179,6

合 計 (C)
金  額
2,002

2,113

2,177

2,546

737

1,024

0

232

434

0

756

965

0

0

6,106

6,880

納税義務者数

30

42

15

23

3

6

0

1

1

0

1

2

0

0

50

74

固定資産税 (B)

金 額
782

921

1,400

1,454

492

478

0

0

434

0

756

0

0

0

3,864

2,853

納税義務者数

12

1 5

9

9

2

2

0

0

1

0

1

0

0

0

25

26

町民税 (A)

金  額
1,220

1,192

777

1,092

245

546

0

232

0

0

0

965

0

0

2,242

4,027

納税義務者数

18

27

6

14

1

4

0

1

0

0

0

2

0

0

25

48

年  度

令 和 5年 度
令 和 6年 度

令 和 5年 度
令 和 6年 度
令 和 5年 度
令 和 6年 度
令 和 5年 度

令 和 6年 度

令 和 5年 度
令 和 6年 度

令 和 5年 度
令 和 6年 度
令 和 5年 度
令 和 6年 度
令 和 5年 度

令 和 6年 度

金額別

5万 円

以 上

10万円
以上

20万 円
以上

30万 円
以上

40万 円
以上

50万 円
以上

100万 円
以上

合  計



一般会計性質別歳出状況

令和6年度性質別経費の状況は、義務的経費は16.3%の増、投資的経費で30.4%の減、その他経費で13.9%の減となっている。

投資的経費で減となつた要因は、普通建設事業費252,357千 円 (29.0%)の減によるものである。
その他経費が減となった要因は、補助費で569,146千 円 (27,3%)の 減によるものである。

(単位 :千円)

ユ
伽

令和 6年度

対前年度比

15,2

18.5

9.1

16.3

△  29,0

0.0

0,0

△  30.4

△ 0.4

△ 12.8

△  27.3

90.0

0.0

△  11.3

△  13.9

△ 0.6

構成比

16.9

33.4

6.7

57.1

6.2

0.0

0.0

6.2

1,219,859 12.3

0.5

15,2

1 7

0,0

6.9

36.7

15 9,921,964 100.0

決算額

1,681,496

3,318,692

664,559

5,664,747

619,060

0

0

619,060

45,819

1,512,258

168,771

3,000

688,450

3,638,157

令和 5年度

対前年度比

3.4

△ 1.7

0.3

0.0

142.4

0,0

0.0

147.2

△ 4。 7

6.6

59.8

△  20,4

0.0

17.5

23.9

構成比

14.6

28.1

6.1

48.8

871,417 8.7

0.0

0.0

8.9

12.3

0.5

20.8

0。 9

0.0

7.8

42.3

100.0

決算額

1,460,101

2,801,021

609,298

4,870,420

17,401

0

888,818

1,224,944

52,560

2,081,404

88,842

600

776,164

4,224,514

9,983,752

令和 4年度

対前年度比

2.3

△ 14.6

4.3

△ 8.1

△  69。 (l

0 0

0.0

△  69,0

14.9 0

64.8

13.9

△  59。 2

0.0

1 0 G

2 7

△ 11.7

構成比

16.3

33.0

7.0

56.4

4.2

0.0

0.0

4。 2

0。 6

1 5 1

1 3

0.0

7.6

39.5

100,0

決算額

1,411,686

2,850,448

607,528

4,869,662

359,525

0

0

359,525

1,285,265

49,324

1,302,246

111,572

0

660,328

3,408,735

8,637,922

性質別

義
務
白勺
経
費

人 件

扶 助

公 債

′ト

投
資
自勺
経
費

普 通 建設 事 業 費

災 害復 旧事 業 費

失 業 対 策 事 業

/ト

物 件 費

維 持 補 修

そ
の

他
経
費

ネ甫 助 費

積 立

投資及び出資・貸付

繰   出   金
/ト

△
口 計



年度別財政指数推移

令和6年度における本町の財政指数推移は、実質収支比率が1.70/0で前年度と比べ2.4ポイントの減になっている。
経常収支比率は、91.0%で前年度に比べ1.6ポイント増となつている。主な要因は、扶助費等の増によるものである。
実質公債費比率は、8.7%で前年度に比べ0.7ポイント増となっている。

人ロー人当たり決算規模

(単位 :人、円、%)

(単位 :%)

ユ
ω

実質公債費比率 (3年平均 )

県平均

起債許可ライン 18%

町村平均与那原町

7.4

8.0

8,7

経常収支比率

県平均

70%～ 80%

町村平均与那原町

87.2

89,4

91.0

財政力指数 (3年平均 )

県平均

1に近いほど良好

町村平均与那原町

0,47

0,46

0.47

実質収支比率

県平均

3%～ 5%

町村平均与那原町

7.4

4.1

1 7

区分

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

標準値

対前年度比

88.5

116.2

99,6

一人当歳出決算額

432,979

503,112

501,160

歳出決算額

8,637,922,361

9,983,751,608

9,921,964,351

人  口
(年度末人口)

19,950

19,844

19,798

区分

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度



ユ
刊

一般会計町債収入 。償還状況

令和6年度における町債収入・償還状況は、町債収入額が248,556千円で前年度より156,035千円の減、町債償還額が
627,912千円で前年度より56,343千円の増、年度末町債未償還額が7,659,811千円で前年度より379,356千 円の減となつて
いる。

(単位 :千円)

基金の状況

令和6年度における基金の状況は、財政調整基金が1,837,791千円、減債基金が184,965千円、その他基金が394,840千

円、合計2,417,596千 円で前年度よ60,232千円の増となっている。

(単位 :千円)

対前年度比

127.2

109,7

102.6

合計

2,149,000

2,357,364

2,417,596

その他基金

285,370

292,655

394,840

減債基金

176,917

176,918

184,965

財政調整金
基金

1,686,713

1,887,791

1,837,791

年度別

令和 4年度
令和 5年度

令和 6年度

対前年度比

95。 1

98.0

95。 3

年度末町債

未償還額

8,206,145

8,039,167

7,659,811

対前年度比

105。 2

100,9

110。 9

町債償還額
(元金 )

566,199

571,569

627,912

対前年度比

20。 2

286。 9

61.4

町債収入額

141,023

404,591

248,556

年度別

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度



国民健康保険特別会計科目別決算額状況

ユ
∞

増減率

(%)

△ 4.3

△ 4.9

△ 15.8

0,0

0.0

15.3

0.0

0.0

△ 9.9

0.0

△ 7.7

,ヒ車交

△  3,185

△  76,294

△  104,494

0

0

5,836

0

0

△  1,730

0

△  179,867

令和 6年度

71,167

1,467,699

558,467

0

0

44ゥ 054

0

0

15,688

0

2,157,075

令和 5年度

74,352

1,543,993

662,961

0

0

38,218

0

0

17,418

0

2,386,942

予 備 費

目科

総 務 費

保険給付費

国民健康事業費納付金

共同事業拠出金

財政安定化基金支出金

保健事業費

基金積立金

公 債 費

諸支出金

歳 出 の 部

款

1

2

3

4

5

6

7

8

9

31

歳 出 合 計

増減率

(%)

3.3

0.C

0.C

△ 2.7

1,181.4

0.0

△ 4.6

0.0

△  29.2

△ 51.2

△ 7.6

6.9

9,843

0

0

△  12

4,064

0

△  75,875

0

△  113,707

△ 2,644

428

△  177,903

歩ヒ車交

0

0

434

4,408

0

1,559,278

0

276,337

2,516

6,645

2,161,555

令和 6年度

311,937

令和 5年度

302,094

0

0

446

344

0

1,635,153

0

390,044

5,160

6,217

2,339,458

国民健康保険税

一部負担金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

療養給付費交付金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

目科

歳 入 の 部

款

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

歳 入 合 計



後期高齢者医療特別会計科目別決算額状況

(単位 :千円)

工
Φ

歳 出 の 部

増減率

(%)

47.4

34.2

△  89。 8

34.4

歩ヒ車交

3,486

57,442

△  395

0

60,483

令和 6年度

10,679

225,454

45

0

236,178

令和 5年度

7,243

168,012

440

0

1呈 5,695

科   目

総務費

後期高齢者医療
広域連合納付金

諸支出金

予備費

歳 出 合 計

款

1

2

3

4

歳 入 の 部

増減率

(%)

38.8

△ 9.6

22.6

17.8

△  88.0

34。 1

ケヒ宅交

50,557

△ 5

0

10,187

239

△  449

60,529

令和 6年度

180,767

47

0

55,349

1,582

6 1

237,806

令和 5年度

130,210

52

0

45,162

1,343

510

177,277

科   目

後期高齢者医療保険料

使用料及び手数料

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

歳 入 合 計

款

1

2

3

4

5

6


